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議斤定謂

1998年(平成10年)ワ月5日(日曜日)

。雰~表豆~ モヨ

本
宮
は
A
A
義
憤
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

-
(
さ
く
ら
い
・
て
つ
お
)
一
京
経
済
大
学
教
授
。
近
現
代
社
会

・
・抗
議
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

V
だ
著
者
が
反
対
す
る
の
は
、
規
制
九
四
九
年
生
ま
れ
。
東
京
外
国
語
史
、
現
代
社
会
論
専
攻
。
著
書
に

と
、
著
者
は
言
う
(
あ
と
が
き
)
。
緩
和
の
名
の
も
と
ζ
進
め
ら
れ
る
大
学
卒
。
東
京
大
学
大
学
院
社
会
『
と
と
ば
を
失
っ
た
若
者
た
ち
』

L

判
明
学
研
究
和
博
士
課
程
修
了
。
東
『
不
良
少
年
』
な
ど
。

自
己
資
任
を
と
ろ
う
と
し
な
い
白
ア
メ
リ
カ
の
介
入
で
あ
り
、
自
己

本
人
へ
の
抗
議
で
は
な
い
。
自
己

寅
任
の
名
の
も
と
に
進
め
ら
れ
る
く
〈
〈
〈
〈
ヴ
〉
3
ち
べ
くく
ぺ
〈
〈
〈
〈
ペ
イ
β
〉
)
〉
〉
コ
、

責
任
の
名
の
も
と
に
、
責
任
の
な
弱
者
切
り
捨
て
政
策
や
家
庭
の
崩
の
「
無
寅
任
の
体
系
」
論
を
批
判
工
き
ち
ん
と
責
任
そ
取
ら
せ
る
と
と

い
者
に
責
任
を
押
し
つ
け
よ
う
と
壌
で
あ
る
。

質
任
の
な
い
と
と
ろ
し
、
A
ナ
チ
ス
の
幹
部
た
ち
に
も
J

も
大
切
で
は
な
い
か
。

・な
ぜ
か
亡

す
る
企
み
へ
の
抗
議
で
あ
る
。

A
に
責
任
を
掃
し
つ
け
る
マ
ジ
ッ
ク
「
無
責
任
」
の
体
質
は
存
在
し
た
の
点
を
、
本
書
は
あ
ま
り
強
調
し

直
接
貿
任
の
な
い
者
に
対
し
て
共
・
ワ
ー
ド
と
そ
、
〈
自
己
資
任
〉

V
と
す
る
。
話
が
3
ぎ
つ
ぎ
飛
び
な
い
。

.

問
責
任
や
連
帯
責
任
を
と
ら
せ
る
な
の
だ
。

・

す
ぎ
て
、
何
が
言
い
た
い
の
か
分
f

著
者
の
見
解
に
反
す
る
よ
う
だ

一'
が、
-自
己
責
任
の
考
え
方
は
と
の

問

、

弱

者

へ

の

責

任

押

し

つ

け

に

抗

議

-

J

点
で
有
効
だ
と
思
う
。

責
任
逃
れ

。
、
・

や
押
し
ヲ
げ
が
生
じ
る
の
は
誰
に

併

の

は

、
失
政
き
ま
す
権
力
者
こ
れ
を
例
証
す
る

ιめ
に
、
古
か
り
に
く
い
蓄

の
主
張
を
あ
え

責
任
が
あ
る
か
は
っ
き
包
な
い

の
常
套
手
段
V
で
あ
り
、
ひ
ど
い
今
東
西
の
学
説
が
ど
っ
さ
り
と
引
て
要
約
す
る
と
パ
権
力
そ
握
っ
て

-か
ら
だ
Y
人
々
が
自
己
責
任
を
掲

自
に
あ
う
の
は
決
ま
っ
て
弱
者
な
用
さ
れ
る
。
ウ
ォ
ル
フ
レ
〉
の
よ
い
る
の
に
寅
任
乏
と
ら
ず
、
国
民
旬、
げ
て
官
僚
の
口
出
し
を
は
ね
の
げ

-ろ
な
日
本
巣
質
に
ツ
ケ
を
回
す
日
本
の
官
僚
に
煽
る
い
っ
ぽ
う
、
政
府
・
官
僚
の
行

論
を
《
え
せ
学
さ
れ
る
な
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
動
を
厳
し
く
監
視
す
る
。
こ
う
い

・
間
的
テ
キ
ス
ト
う
か
。

‘J
M

う
や
り
克
も
あ
る
。

責
任
追
及
の

M
V
と
し
て
批
判
な
る
ほ
ど
、

資
任
の
な
い
人
び
た
め
の
前
向
き
の
提
案
が
本
書
に

，
じ
、
か
わ
り
に
と

〈
特
に
弱
者
)
に
負
担
を
抑
し
少
な
か
・っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。

日
本
文
化
の
雑
っ
け
な
い
こ
と
が
大
切
な
の
は
わ
講
談
社
現
代
新
曾
・
六
四
O
円。

居
性
を
評
価
す
か
っ
た
。
だ
が
同
時
に
、
誰
に
爽

'(
亘
京
工
業
大
学
教
授

る
。
丸
山
真
男
任
が
あ
る
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

「
ー
'

橋
爪
大
=
一
郎
)
I

(自己責任〉とは何か | 
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吉本隆明著

アフリ力的段階について
史観の拡張

レ入》

1998年 〔平成 10年)8月7 日〈金曜日〉

考量F雲亮irlJ 軍属，

た
も
の
に
な
る
。

と
の
た
め
本
書
は
、
『
共
同
幻

想
論
』
に
く
ら
べ
る
と
、
や
や
平

板
な
回
象
を
与
え
る
。
発
生
論
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
発
生
の
過
程
に
お

貯
る
ね
じ
れ
や
回
折
、
不
可
逆
な

創
発
的
現
象
を
織
り
こ
め
る
と
こ

ろ
に
あ
る
。
原
初
的
な
も
の
が
繰

り
返
し
、
逆
立
す
る
構
造
を
持
た

ず
に
、
発
展
の
ど
の
段
階
に
も
見

つ
か
る
だ
け
な
ら
、
そ
れ
は
単
に

「
基
本
的
」
と
よ
べ
ば
よ
く
、
わ

ざ
わ
ざ
「
原
初
的
」
と
よ
ぶ
こ
と

は
な
い
だ
ろ
う
。
「
ア
フ
リ
カ
的

段
階
」
を
原
点
と
し
た
場
合
、
そ

乙
に
あ
と
か
ら
ど
ん
な
異
な
る
も

の
が
つ
甘
加
わ
っ
て
い
く
の
か
、

本
書
か
ら
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

人
類
社
会
の
初
源
に
「
ア
フ
リ
カ

的
段
階
」
を
想
定
す
る
と
と
に
よ

っ
て
、
ど
う
い
う
新
た
な
認
識
が

え
ら
れ
る
の
か
が
み
え
に
く
い
。

史
観
の
拡
張

そ
こ
で
こ
う
考
え
て
み
る
こ
と
世
界
認
識
と
し
て
、
本
書
の
よ
う
の
な
か
に
(
た
と
え
ば
「
ア
ジ
ア

が
で
き
る
。
本
書
は
、
新
た
な
仮
な
か
た
ち
に
収
束
す
る
こ
と
が
必
的
」
と
し
て
〉
位
置
づ
り
ら
れ
る

説
の
提
示
に
主
眼
が
あ
る
と
い
う
然
で
あ
る
と
い
う
表
明
。
第
二
に
、
と
期
待
で
き
た
。
そ
の
よ
う
な
フ

よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
総
日
本
の
現
実
に
密
着
し
て
き
た
吉
レ
l
ム
を
前
提
し
な
く
な
れ
ば
、

括
す
る
ひ
と
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
本
氏
の
思
想
が
、
人
類
社
会
の
あ
吉
本
氏
は
自
分
の
達
成
を
、
「
ア

(
宣
言
)
で
あ
る
。
ま
ず
第
一
に
、
ら
ゆ
る
時
代
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
フ
リ
カ
的
段
階
」
が
保
証
す
る
普

吉
本
氏
自
身
が
、
へ

l
ゲ
ル
、
マ
も
妥
当
す
る
は
ず
だ
と
い
う
、
普
遍
性
の
な
か
に
改
め
て
位
置
づ
け

ル
ク
ス
以
来
の
疎
外
論
の
文
体
を
適
性
の
宣
言
。
マ
ル
ク
ス
主
義
的
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
本

震
終
的
に
離
脱
し
た
乙
と
の
宣
な
フ
レ
ー
ム
を
前
提
に
し
て
い
る
曹
は
そ
う
し
た
意
味
で
、

A
史
観

言
。
言
い
換
え
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
う
ち
は
、
日
本
の
現
実
が
ど
ん
な
の
拡
張
V
(副
題
)
な
の
で
あ
る
。

の
深
い
受
容
か
ら
出
発
し
た
吉
本
に
特
殊
で
あ
っ
て
も
、
疎
外
の
帰
(
は
し
づ
め
・
だ
い
さ
ぶ
ろ
う
民

民
の
思
想
が
、
構
造
主
義
以
後
の
結
に
は
違
い
な
い
か
ら
、
世
界
史

H
東
京
工
業
大
学
教
授
・
社
会
学

専
攻
)
*
よ
し
も
と
・
た
か
あ
さ
氏
は

詩
人
・
評
論
家
。
東
工
大
卒
。

著
書
に

「言
語
に
と
っ
て
美
と

は
な
に
か
」
「
共
同
幻
想
論
」
「
心

的
現
象
論
序
説
」
「
悲
劇
の
解

読
」
「
最
後
の
親
鴛
」
「
マ
ス
・
イ

メ
ー
ジ
論
」
「
ハ
イ
・
イ
メ
ー

ジ
論
」
「
母
型
論
」
な
ど
。
一

九
二
四
(
大
正
日
)
年
生
。



日本の社会と
国家を迷走させて
いるもの

リテレール別冊12Ir今年読む本

1998.12.1発行

加
藤
典
洋
『
敗
戦
後
論
』
が
、
大
き
な
反
響
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
余
波
は
ま
だ
続
い
て
い
る
。
私
は
本
書
の
提

起
を
、
重
く
受
け
止
め
る
。
「
冷
戦
」
が
終
わ
っ
た
の
に
、
「
戦
後
」
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
の
不
整
合
が
、

日
本
の
社
会
と
国
家
を
迷
走
さ
せ
て
い
る
。
日
本
の
ネ

l
シ
ヨ
ン
が
戦
前
と
の
連
続
性
の
う
え
に
、
み
ず
か
ら
の
正

『敗戦後論J
加膝興洋/講談社

文庫本ベスト3

『講和篠約戦後日米関係の起点J
1--12 
児島裏/中公文庫

『エイズ犯罪血友病患者の悲劇J
楼井よしこ/中公文庫

ボ侍《、、
ぜ羽帯
雨前

『戦争と罪責J
野田正彰/岩波書庖

『戦後の思想昼間J
大津真幸/ちくま新書

『ゴーマニズム宣言
差別論スベシャy凶
小林よしのり/幻冬舎文庫

統
性
を
確
立
す
る
こ
と
。
「
歴
史
主
体
の
形
成
」
、

を
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
意
味
す
る
こ
と
は
こ
れ
で
あ
ろ
う
。

株式会社メタローグ

「
ア
ジ
ア
の
二
千
万
の
死
者
よ
り
も
先
に
日
本
の
三
百
万
の
死
者

野
田
正
彰
「
戦
争
と
罪
責
』
は
、
軍
医
や
憲
兵
、
一
般
将
兵
と
し
て
戦
争
に
参
加
し
た
人
び
と
の
、
罪
の
意
識
を

問
う
。
命
令
し
た
者
は
、
実
行
し
て
い
な
い
か
ら
ま
だ
ょ
い
と
思
い
、
実
行
し
た
者
は
、
決
定
し
た
わ
け
で
は
な
い

か
ら
ま
だ
ょ
い
と
思
う
。
奇
妙
な
無
責
任
の
輪
の
な
か
で
、
生
体
解
剖
や
拷
聞
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
っ
た
。
野
田

氏
は
旧
軍
人
た
ち
に
「
心
の
痛
み
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
に
驚
き
、
彼
ら
の
内
面
に
分
け
入
っ
て
い
く
。
し
か
し
問

題
は
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
感
受
す
る
、
社
会
習
慣
の
確
立
な
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

大
津
真
幸
『
戦
後
の
思
想
空
間
』
は
、
講
演
録
に
も
と
づ
く
小
著
な
が
ら
、
鋭
い
切
れ
味
を
見
せ
て
い
る
。
戦
前

と
戦
後
が
六
十
年
を
隔
て
て
同
型
の
軌
跡
を
歩
ん
で
い
る
と
す
る
説
。
誰
か
の
ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
や
単
な
る

思
い
つ
き
と
も
見
え
る
符
合
が
重
な
っ
て
い
く
う
ち
に
、
著
者
の
描
く
図
柄
は
い
つ
の
ま
に
か
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
く

知
る
戦
後
を
、
た
し
か
な
手
応
え
と
し
て
再
構
成
し
て
い
る
。
本
書
の
収
穫
は
戦
前
を
、
戦
後
と
本
質
的
に
違
い
の

な
い
対
等
な
空
間
と
し
て
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
眺
め
る
視
点
を
読
者
に
提
供
し
た
点
で
あ
ろ
う
。

韓
国
や
中
固
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
歴
史
認
識
の
違
い
が
、
外
交
問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
戦
後

の
日
本
人
は
、
語
り
う
る
ほ
ど
歴
史
に
つ
い
て
考
え
詰
め
た
か
。
「
侵
略
戦
争
」
と
い
う
思
考
停
止
の
マ
ジ
ッ
ク
ワ

ー
ド
を
掲
げ
ず
に
、
ど
こ
ま
で
考
え
て
行
け
る
か
、
と
こ
と
ん
や
っ
て
み
る
し
か
な
い
。

@ 

品

事

曲

帯

数

@ 

@ 

@ 

1998年単行本文庫本ベスト3

[需拡 I 
去年から今年にかけて、教育改革の

プランづくりに首をつっこむことになっ

た。

昔の日本生産性本部が、社会経済

生産性本部と看板を掛けかえ、社会

問題にも幅広く提言を行なうのだとい

う。教育問題に取り組む委員会に加

わらないかと誘われ、実際の作業を担

当することになった。同じ専門委員の

内田隆三氏、大津真幸氏と手分けを

して、首都圏や地方都市の小中学校

の先生をインタヴューに回る。進学教

室や大検予備校の責任者から話を聞

く。委員会でも討議を重ね、「選択・責

任・連帯の教育改革Jという中間報告
書にまとめて発表した。

小中学校の学区制廃止、校長の権

限強化、高校入試・大学入試の廃止、

高検の導入、キックアウト制の導入、

奨学金の充実など、思い切った提案

を並べた。宣伝のため、毎日、朝日な

どの主要各紙にも文章を書いた。激

励の電話やファックスがどっと届いた。

毅告書はたちまち品切れ、 2度も指刷

した。こんなに反響力fあったのは初め

てだ。

だんだんわかってきたのは、まず、教

育行政の責任者はちっとも実態がわか

っていないということ。現場でさえ、中

学の教師は高校以上のことを知らない

など、教育の全体が見えていない。私

の場合、大学生になってから20年間、

「お受験」から小・中・高・大学・大学

院まで、まんべんなくいろいろな生徒を

教えてきた経験が役に立った。にわか

教育専門家の誕生である。

• 

(
社
会
学
)

• 

• 

• • 

• • • • • 

• • • • • • 
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、

25人が口々に語ってくれた「わたしはコンビューターのここが嫌いだ」

PP.129トランスアート市谷分室『季刊・本とコンビューター~ 1998年秋号1998.3.25発行心泉社pp.28 『心泉』通巻34号

橋
爪
大
三
郎

.
要
す
る
に
、
め
ん
ど
う
な
の
だ

著名人緊急アンケート あなたはポケモンを知っていますか?

『ポケモンの魔力』 大月隆寛+ポケモン事件緊急取材班編
pp.105-106 毎日新聞社 1998.3.30発行

社
会
学

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
嫌
い
と
言
え
る
ほ
ど
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
い
な
い
。
い
や
、

嫌
い
だ
か
ら
使
っ
て
い
な
い
の
か
。
と
に
か

く
、
好
き
と
は
言
い
が
た
い
。

ま
ず
、
値
段
が
高
い
。

つ
ぎ
に
、
場
所
を
と
る
。

第
三
に
、
配
線
が
け
っ
と
う
や
や
と
し
い
。

第
四
に
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
な
い
と
、
じ

っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
何
も
し
な
い
。

第
五
に
、
故
障
し
て
も
、
中
を
の
ぞ
い
て

直
し
た
り
で
き
な
い
。
機
械
の
く
せ
に
、
自

分
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
見
せ
な
い
と
は
生
意
気

だ。

1998.10.9発行

第
六
に
、
す
ぐ
新
機
種
が
出
る
。

第
七
に
、
ど
く
ど
く
簡
単
な
と
と
で
も
、

や
っ
て
み
る
ま
で
は
、
手
も
足
も
出
な
い
よ

う
な
感
じ
が
す
る
o

-
第
八
に
、
嫌
な
点
を
と
れ
以
上
数
え
あ
げ

る
の
が
面
倒
な
く
ら
い
、
た
く
さ
ん
あ
る
。

だ
か
ら
、
、
お
し
ま
い
。

l 

i 

傘・
夏休みの
ための200冊

/ 

東洋経済新報社 1998.8.15発行

葉

「
座
右
の
銘
」
は
生
志
方
の
一
つ
の

指
針
で
す
。

人
生
の
達
人
た
ち
の
色
々
な
生
き

方
を
ぜ
ひ
汲
み
取
っ
て
下
さ
い
。

pp.108 

語
り
え
ぬ
こ
と
は

沈
黙
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

同

信

一

合

同

特

附

童

国

間

l
F
t凋

町
当
臨
lA
Z
緑

ヴ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ユ
タ
イ
ン

『論
理

哲
学
論
考
」
末
尾
の
一
文
。

東
京
工
業
大
学
教
授

・
橋
爪
大
三
郎

ア

ン

ケ

ー

ト

質

問

内

容

島

田

‘

L
A
-
-
‘
a
F
-

Q
1
・
「
ポ
ケ
モ
ン
」
(
「
ポ
ケ
ッ
ト
モ
括
怖
出
川
工
ハ
コ
五
悶
(
社
会
学
者
)

ン
ス
タ
1

」
)
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?
一

①
知
っ
て
い
ま
す
。
②
あ
り
ま
せ
ん
。

Q
2
・
ゲ
ー
ム
の
「
ポ
ケ
モ
ン
」
を
や

③
あ
り
ま
せ
ん
。
⑤
知
っ
て
い
ま
す
。

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
?

Q
3
・
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
「
ポ
ケ
モ

-

⑤
ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
。
ま
た
録
画

ン
」
を
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?
の
再
生
を
職
場
(
大
学
)
で
皆
と
見
ま

Q
4
・
[
Q
2
、
Q
3
の
い
ず
れ
か
で
、
し
た
。

や
っ
た
り
見
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
、

ご

⑦
ア
ニ
メ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ゲ
l
ム、

と
お
答
え
い
た
だ
い
た
方
の
み
】
お
好

一
一
こ

ま
た
ポ
ケ
モ
ン
ブ

l
ム
は
別
々
の
こ
と

き
な
ポ
ケ
モ
シ
が
あ
れ
ば
そ
れ
は
何

一
-

か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一-

な
の
で
、
大
騒
ぎ
す
る
こ
と
は
な
い
。

Q
5
・
昨
年
の
暮
れ
に
起
こ
っ
た
事
件

一ん

た
だ
し
、

T
V
の
画
像
規
制
は
早
く
取

(
テ
レ
ビ
豆
尽
の
ア
ニ
メ
番
組
「
ポ
ケ

二

j

1
り
組
む
べ
き
。

モ
ン
」
を
見
て
い
た
子
ど
も
た
ち
が
全

-e
l
s

国
で
倒
れ
た
事
件
)
は
ご
存
知
で
し
た

カ
?
Q
6
事
件
で
も
っ
と
も
問
題
に
な
っ

たシ
l
ン
(
ピ
カ
チ
ユ
つ
が
点
滅
し
、

発
光
す
る
)
は
ご
覧
に
な
り
ま
し
た

カ
?
Q
7
・
今
回
の
事
件
に
つ
い
て
ど
う
恩

わ
れ
ま
す
か
?
ご
感
想
な
ど
を
自
由
一

各界のトップ、専門家に「最近読んだ良い本J (①~④)、
「これ力、ら読みたい本J (@~⑪)を挙げていただきました。
ベストセラーに出ない優れた本も。(掲載は回答到着順)

門家が躍す置との本Hトッフ・
一
一
副
川
大
一
一
一
郎

一
罰
調
室
長迂去費

①
副
島
隆
彦

『日
本
の
危
機
の
本

一
質
』

(
講
談
社
)

日
本
人
の
無
意
識
を
支
配
し
日

一
本
の
命
運
を
握
っ
て
い
る
ア
メ
リ

カ
に
つ
い
て
、
私
た
ち
は
無
知
で

無
邪
気
だ
。
リ
ア
リ
ス
ト
の
視
点

・
に
立
っ
て
、
戦
後
の
知
識
世
界
の

-虚
構
を
あ
.
は
い
て
い
く
。

②
小
林
よ
し
の
り

『新
ゴ

1
マニ

，ズ
ム
宣
言
ス
ペ

シ
ャ
ル
・
戦
争

論
』

(
幻
冬
舎
)

戦
後
の
日
本
を
戦
前
と
の
連
続

で
と
ら
え
る
と
い
う
試
み
を
果
敢

一
に
行
っ
た
。
日
本
が
こ
の
先
に
進

一
む
の
に
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
。



本の再販制度についてのアンケート気になるあの話その弐
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畑山崎
一

一読
一

審
一
時
十

官998年〔平成 10年〕官 2 月官 s日

宮苑Fリ担置，

色、

橋
爪
大
三
郎

。Mム
必
要
だ
っ
た
か
・
要
ら
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

O
M心
理
由
・
書
籍
の
企
画
、
販
売
の

可
能
性
を
せ
ば
め
た
。

。ωム
今
後
も
必
要
か
.
ど
う
し
て

も
必
要
と
は
思
わ
な
い
。

。ω-M
理
由
・
書
庄
が
価
格
設
定
で

き
る
よ
う
に
。

。hZ
図
書
館
へ
の
影
響
・
図
書
購

入
費
が
安
く
な
ら
な
い
。

。hH・M
理
由
・
図
書
館
が
予
約
を
一

定
数
ま
と
め
、
安
く
買
い
と
れ
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
販
売
も
安
定
す
る
の

で
は
。。ωム
要
望
・
従
来
型
印
刷
1

出
版
に

対
応
し
な
い
電
子
出
版
に
対
応
で
き

る
態
勢
を
と
と
の
え
て
ほ
し
い
。

社
会
学
者
、
東
京
工
業
大
学
教
授
。

一
九
四
八
年
生
れ
。

連
絡
先
・
東
京
工
業
大
学
H

↓
開
「
O
ω
'
印
寸

ω
ム・
N
O
O
J可

E日
E
N
B
@〈
色
。

2
・円

R
R
V・
R-E

Z
壱
一
¥
¥
宅
ざ
さ
・
〈

ω
5
2・己
Z
の
訂
-

R
-
E
¥
1
E∞
E
N
ヨ¥

本
と
の
関
わ
り
・
仕
事

む。

柄
、
本
は
読

" a 

の
:ア
ン『

-V」司
-

r

、'
P

-
-
-
p
z
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-e
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4

後
民
泊
施

wt

伽

a
h
h
γ

w
e

日

0
4
9
4
C

~・--4-34
一九
了、
/
t
a
b
-
-

一、J
¥い
・T
刈
十
円
九

upJ仁
川
ワ
ヤ
ゑ
引
や

}、
t
r
J

・;
J
a
m
-
‘、

.
1
4
k
t
，.、
J
V

ケ

トj

一下一.吋…い

fii 

'eh叩

年
末
慣
例
の
ア
ン
ケ
ー
ト

特
集
「
一
九
九
八
年
の
収
穫
」

-

(
1
1
3面
〉
を
お
送
り
し
い4

.ま
す
。
本
年
か
ら
は
、
人
数
」

を
大
幅
に
増
加
、
よ
り
広
く
、

ヨ

よ
り
深
/
¥
、
様
々
な
分
野
の

専
門
家
、
研
究
者
、
読
書
家
・

の
方
々
四
O
名
に
お
願
い
し

た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
"こ
の
一

一
年
間
応
出
版
さ
れ
た
書
籍

の
中
か
ら
吋
ヲ
川
ン
ル
を
問

わ
ず
今
年
の
収
穫
と
思
わ
れ
一

る
本
、
印
象
に
残
っ
た
本
、

是
非
に
と
お
薦
め
た
い
-wH

い
一

ち
押
し
グ
の
本
官
三
冊
挙
げ
一

て
い
た
だ
き
…
、
そ
れ
ぞ
れ
に
一

コ
メ
〉
ド
、
推
薦
理
由
を
諒
一

え
て
い
た
だ
き
ま
じ
た
o
h
年
-

末
年
始
の
読
書
ガ
イ
ド
と
し
一

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
掲
載
一
一

は
五
十
音
順
で
す
J(
編
集
部
)
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『東京工大クロニクルJ328号 東京工業大学広報委員会

ぷiJタ弐芝陣断じを;目指。ズ 1

確かな架け橋-中国研修旅行

橋爪大三郎

東工大の学生と共に中国を旅行する授業「中国研

修旅行」も， 98年の夏で4年目である。

旧人文系の一般教育科目が「文系基礎科目Jr総
合科目」に改組されたのが数年前。その総合科目 B

のひとつが，私の担当する「中国研修旅行」である。

1988年に初めて中国を訪れた私の印象は，日本の

隣りに，こんなに何から何まで正反対の国がある。

しかし日本人は，何とその実態を知らないことか，

という驚きだった。それ以来，何回も中国を訪れ，

さまざまな発見を重ねるうちに，この体験を独り占

めするのはもったいない，なんとか学生諸君と共有

する方法はないものか，という思いにかられた。そ

して準備のすえ，ょうやく開講したのが「中国研修

旅行Jである。
とにかく前例のない授業なので，心配し始めると

きりがない。しかし幸い，共同研究でお世話になっ

ている天津社会科学院，特にその日本研究所の皆さ

んが万全の受け入れ態勢を整えてくださったおかげ

で，毎回，割安で安全な旅行ができている。

夏休みを利用して中国各地に

初回の95年は， 40人が北京→天津→重度→三峡ダ

ム→武漢→t奈川→香港と，沿海と内陸地域を見学し

た。 96年は35人が，北京→ハルピン→長春(新京)

→溶陽(奉天)→大連と，旧満洲地区を見て回った。

97年は65人が，北京→西安→玉門関→敦埋→吐魯蕃

→ウルムチと，シルクロードの跡をたとeった。今年

は55人が，北京→見明→大理→桂林→上海と，雲南

省の少数民族地域に足を伸ばした。こうして学部3

年を中心にのべ200人の東工大生が.中国各地を訪 i

れたことになる。

引率していて楽しいのは，数日のうちに学生たち

がみるみる変化してゆ くことである。大学では見せ

ない生き生きとした表情。見るもの開くもの，すべ

てが新鮮な刺戟となって，彼らに吸収されてゆく。

言語や食生活をはじめとする文化の違い。社会主義

という体制の違い。日本を遠い異国と考える，多〈

1998.12.25発行

の人びととの出会い。ある学生は，生まれてからこ

んなにたくさんのことを話し合ったのは初めてだと

言い，別の学生はこのまま中国にいたいと言う。多

くの友人ができ，日本に帰国してからも一緒に旅行

したり，交流が続いているようである。教室に坐っ

ているだけの授業では得られない，人間同士の触れ

あい，異文化との出会いがある。

地球社会の一員として

忘れがたい印象も，数多く残っている。三峡を下

る船中の四日間，壮大な自然と巨大ダムに沈むはず

の村々。ハルピン郊外の731部隊跡や平頂山虐殺記

念館では，目を覆いたくなる旧日本軍の残虐行為の

かずかず。摂氏50度に迫るゴピ砂漠の火炎山や，見

渡す限りさまざまな民族の屋台が賑わうウルムチの

夜市。夜行列車から見上げた，宝石をまき散らした

かのような満天の星空。雲南高原の真ん中で，チベ

ット族，イ族，白族，タイ族のレストランが並ぶ大

理の古滅。香港にも負けない，上海浦東開発区に林

立する高層ビルの多さと，スケールの大きさ。古い

中国と新しい中国が混在する変動の息吹に，自分も

地球社会の一員なのだという実感が，改めてこみあ

げてくる。

専門の学者の講義が聴けるのも，ありがたい。去

年は敦定美術の専門家が駆けつけてくれた。今年は

雲南大学で，元新聞記者，現地に住み込んでタイ族

の調査をした羅助教授の講義に耳を傾けた。

成果のあった短期留学

今年は，オプションで，天津に二週間滞在する短

期留学を日程に加えてみた6 中国語，文化・社会経

済の講義，太極拳，書道，現地大学生との交流ほか

と盛り沢山な内容で，収穫が大きかった。学生諸君

のレポートは，ホームページで見ることができる。

http://www.valdes.titech.ac.jp/-hashizm 

こういう授業が必要だと，ますます痛感している。

(大学院社会理工学研究科価値システム専攻教授)
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私
の
専
門
の
社
会
学
と
い
う
の
は
、

簡
単
に
言
う
と
、
テ
キ
サ
ス
ヒ
ァ
ト
狙

い
の
隙
間
産
業
な
ん
で
す
。
で
す
か
ら
、

政
治
学
や
経
済
学
が
ち
ゃ
ん
と
し
て
い

る
聞
は
出
番
は
少
な
い
ん
で
す
よ
。
と

こ
ろ
が
今
は
、
経
済
制
度
も
法
律
や
行

政
制
度
も
う
ま
く
い
か
念
い
。
そ
こ
で
、

繍
構
改
革
や
構
造
改
革
を
し
よ
う
と
い

う
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

政
治
学
や
法
律
学
・
経
済
学
は
、
制

度
を
所
与
の
も
の
と
考
え
て
、
制
度
の

な
か
で
一
番
良
い
解
決
策
は
何
か
を
見

つ
け
よ
う
と
す
る
。
そ
う
い
う
発
想
が

強
す
ぎ
る
学
問
で
す
。
そ
こ
で
、
制
度

を
変
え
よ
う
と
い
う
話
に
な
る
と
、
途

端
に
発
言
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
政
治
学
や
経
済
学
は
そ
の
点
が
弱

か
っ
た
。

そ
こ
で
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な
制
度

を
も
っ
と
無
手
勝
流
に
扱
う
社
会
学
に

社
会
学
は
隙
間
産
業
で
す

お
鉢
が
回
っ
て
き
た
、
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
状
況
は
、
社
会
学

の
実
力
に
依
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

社
会
学
と
い
う
の
は
個
人
芸
で
、
確

立
さ
れ
た
枠
組
み
は
な
い
の
で
す
。

「
皆
さ
ん
、
こ
う
い
う
角
度
か
ら
考
え

ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
も
、
生
産
性
が

上
が
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
「
探
索
行
動

型
」
に
な
る
。

[

ア

リ

ピ

社

会

学

〕

た
と
え
ば
ア
リ
は
、
エ
サ
が
あ
る
と
、

一
直
線
に
そ
こ
ま
で
進
ん
で
い
っ
て
、

た
か
つ
て
、
す
ぐ
に
持
っ
て
帰
り
ま
す

よ
ね
。
エ
サ
が
な
い
と
き
に
は
ど
う
す

る
か
と
言
う
と
、
み
ん
な
同
じ
方
向
に

行
く
の
で
は
な
く
、
バ
ラ
バ
ラ
に
う
ろ

つ
く
。
そ
こ
で
、
た
ま
た
ま
だ
れ
か
が

エ
サ
を
見
つ
け
る
と
、
み
ん
な
に
信
号

を
送
る
。
乙
こ
ま
で
は
「
探
索
行
動
型
」

で
す
が
、
そ
の
後
は
「

一
斉
行
動
型
」

に
な
る
。

社
会
学
は
学
問
の
歴
史
が
浅
い
し
、

制
度
化
の
度
合
い
も
緩
い
か
ら
、
「
探

索
行
動
型
」
、
す
な
わ
ち
「
個
人
芸
」

に
な
る
。
そ
こ
で
、
個
人
芸
で
見
つ
け

て
き
た
お
も
し
ろ
い
話
な
り
テ
!
?
な

り
が
消
費
さ
れ
て
い
く
。
「
制
度
型
」

の
学
問
で
は
、
個
人
の
才
能
や
芸
は
目

立
ち
ま
せ
ん
。

政
治
学
や
経
済
学
に
也
、
才
能
の
あ

る
方
は
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
が
、
制
度
と
同
調
し
て
い
な
い
か
ぎ

り
、
ま
た
、
そ
の
最
先
端
に
立
た
な
い

か
ぎ
り
は
目
立
た
な
い
。
最
先
端
に
立

つ
こ
と
は
犬
変
な
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ

の
経
済
学
の
最
先
端
に
立
つ
と
い
う
こ

と
は
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
を
も
ら
え

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
こ
ま
で
行
け

る
人
は
な
か
な
か
い
な
い
。

[
新
し
い
遣
を
擁
立
し
ょ
7

]

私
は
現
在
の
世
の
中
の
ア
ノ
ミ

l

(
無
秩
序
)
な
状
況
に
対
し
て
、

「新
た

ヲやZh
、・ r~

とり
背リ
負??
九三
ヲ.
14 
を

な
る
。言
語
以
外
の
現
象
と
い
う
の
は
必
ず

あ
っ
て
、
そ
こ
は
混
沌
と
し
て
い
て
割

り
切
れ
な
い
し
、
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
な
状

態
な
ん
で
す
。
そ
の
状
態
に
言
語
と
い

う
道
具
で
も
っ
て
、
何
と
か
秩
序
を
与

え
よ
う
と
す
る
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

の
な
か
で
、
人
間
は
考
え
て
い
く
し
、

生
き
て
い
く
し
、
社
会
も
作
っ
て
い
く
。

そ
こ
で
、
雪
口
語
の
あ
る
べ
き
位
置
と
い

う
も
の
を
、
常
に
再
発
見
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
、
時
代
時
代
の
や
り
方
で

いい有
R
U
大
三
郎

橋爪大三朗{はしずめだいざぶろう}
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現目、の思

在 ~ IJ い
三ァま
らぎ リ て
教尽テ

?え;
由、』

マ

スL一一一」
な
規
範
の
確
立
」
の
必
要
性
を
説
い
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
は
社
会
学
の
応
用
問

題
で
す
。

た
と
え
ば
宮
台
真
司
さ
ん
は
「
規
範

や
倫
理
は
ク
ソ
ク
ラ
エ
」
で
す
。
宮
台

さ
ん
の
言
い
方
は
、
一
種
の
逆
説
、
ア

イ
ロ
ニ
ー
な
ん
で
す
。
現
状
に
対
す
る

異
議
申
し
立
て
的
言
説
で
す
か
ら
、
政

治
的
だ
し
、
駆
け
引
き
が
あ
り
ま
す
。

駆
け
引
き
を
す
る
と
、
駆
け
引
き
し
て

い
る
相
手
に
引
き
ず
ら
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
駆
け
引
き
な
し
の
発
言
を
す
る

こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
う
す
る
と
、
時
代
や
さ
ま
ざ
ま
な

事
柄
に
動
か
さ
れ
な
い
、
普
遍
的
な
人

間
関
係
の
基
礎
は
な
に
か
、
と
い
う
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
私
は

そ
れ
は
言
語
だ
と
思
う
ん
で
す
。
人
聞

に
と
っ
て

一
番
幸
せ
な
こ
と
は
、
自
分

に
と
っ
て
望
ま
し
い
人
間
関
係
や
社
会

を
作
り
上
げ
る
能
力
、
す
な
わ
ち
、
音
口

語
を
十
分
に
使
い
こ
な
す
能
力
に
恵
ま

れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
能
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
、
一

番
重
要
じ
ゃ
な
い
の
か
。

「
規
範
」
と
い
う
の
は
、
自
分
と
言
語
と

の
折
り
合
い
が
よ
い
、
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
「
規
範
」
と
は
、
こ
う
い
う
こ
と

を
す
べ
き
だ
と
か
、
自
分
の
こ
と
を
う
ま

く
説
明
で
き
る
と
か
、
自
分
の
希
望
、
正

し
さ
、
そ
う
い
う
こ
と
を
き
ち
ん
と
言
葉

で
的
確
に
伝
え
て
い
く
能
力
が
あ
る
状

態
で
あ
る
、
と
も
言
え
る
。
こ
う
い
う
こ

と
を
言
う
と
「
合
理
主
義
者
だ
」
な
ど
と

批
判
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
言
語
の
効

能
を
認
め
な
い
状
況
と
ど
う
や
っ
て
格
闘

し
て
い
け
ば
い
い
の
か
、
そ
こ
が
問
題
と

メ
デ
ィ
ア
な
ど
に
よ
っ
て
、
銀
製
さ
れ

流
布
さ
れ
て
、
い
つ
も
外
か
ら
自
分
の

と
こ
ろ
に
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

自
分
の
内
側
か
ら
湧
き
出
て
く
る
雪
一
ロ
禁

が
な
い
と
い
う
状
況
が
「
無
規
範
」
と

い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
言
葉
は
ま
っ

ぴ
ら
だ
」
と
い
う
言
い
方
は
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
を
言
っ
て

い
た
の
で
は
な
に
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

で
は
ど
う
す
れ
ば
「
内
か
ら
言
葉
が
沸

き
上
が
っ
て
く
る
」
か
と
雪
ロ
う
と
、
そ

ん
な
に
簡
単
で
は
な
い
。
で
も
、
少
な

く
と
も
目
指
す
べ
き
方
向
と
い
う
こ
と

で
言
え
ば
、
外
か
ら
与
え
ら
れ
る
雪
ロ
禁

を
た
だ
拒
否
し
て
い
れ
ば
い
い
、
と
い

う
段
階
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
た
び
た
び
登
場
し
て
い

た
だ
い
て
恐
縮
で
す
が
、
宮
台
さ
ん
の

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
茶
髪
で
ル
1

ズ

ソ
ッ
ク
ス
の
女
子
高
生
が
社
会
の
リ
ア

リ
テ
ィ
を
支
え
て
い
る
」
と
い
う
面
は

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
よ
く
理
解

し
て
い
る
の
は
結
構
だ
け
れ
ど
も
、
も

さ
げ
す

う
一
方
で
、
蔑
ま
れ
て
い
る
た
だ
の
オ

ジ
サ
ン
・
オ
パ
サ
ン
速
中
も
ま
た
、
社

会
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
背
負
っ
て
い
る
。

彼
(
女
)
ら
の
こ
と
も
よ
く
理
解
し
て
、

そ
の
両
方
を
背
負
わ
な
け
れ
ば
ま
ず
い

の
で
は
な
い
か
、
と
思
い
ま
す
。
片
方

が
ダ
メ
で
、
片
方
が
時
代
に
適
合
し
て

い
る
、
と
い
う
こ
と
は
必
ず
し
も
言
え

な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
の
が
私
の
直
感

で
す
。(
取
材
構
成
矢
内
裕
幸
、
写
真
・
安
井
仁
}

76 
77 



束
大
で
教
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
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出

席

者

(
い
ず
れ
も
当
時
)

本
誌
昭
和
四
十
二
年
四
月
号

.

一

一

.a
-

特
集
・
新
し
い
職
業
倫
理
」
の
中
の
《
社
会
人
一
年
生
座
談
会
〉

〆

7 

昭
和
四
十
二
年
、
本
誌
は
四
月
号
で
「
新
し
い
職
業
倫
理
」
を
特
集
し
た

そ
の
中
に
、
前
年
東
大
法
学
部
を
卒
業
し
た
社
会
人
一
年
生
の
座
談
会
が

出
席
者
の
ひ
と
り
は
、
三
年
前
の
い
わ
ゆ
る
ニ
信
組
問
題
に
か
ら
む
不
祥
九

辞
職
し
た
元
・
大
蔵
省
主
計
局
次
長
の
中
島
義
雄
氏
だ
っ
た
・

.恥弘
HA

今
年
ニ
月
、
折
か
ら
の
大
蔵
批
判
の
な
か
で
登
場
し
た
松
永
光
・
新
蔵
を

着
任
早
々
、
中
島
氏
の
脱
税
疑
惑
に
つ
い
て
の
「
再
調
査
」
史
口
に
ふ

と
こ
ろ
が
三
日
後
の
閣
議
で
、
一
転
し
て
「
再
調
査
せ
ず
」
と

.
仇

首
相
に
報
告
し
た
こ
と
を
記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し
た
の
は
記
憶
に
払

い
ず
れ
に
せ
よ
、
ニ
の
座
談
会
か
ら
三
十
一
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る

1
新
し
い
職
業
倫
理
」
が
ま
た
関
わ
れ
る
時
代
が
や
っ
て
き
て
い

解

説

江
田
五
月
氏
を
は
じ
め
東
大
法
学
部
の
卒
業
生
四

人
が
『
中
央
公
論
』
誌
上
で
対
談
し
た
昭
和
四
十
二

年
の
四
月
、
私
は
安
田
講
堂
で
入
学
式
に
臨
ん
で
い

た
。
翌
年
に
は
「
東
大
闘
争
」
が
始
ま
り
、
全
共
闘

が
結
成
さ
れ
る
な
ど
、
時
代
は
大
き
く
う
ね
っ
て
い

く
。
そ
の
直
前
の
、
古
き
よ
き
〈
?
)
東
大
の
雰
囲

気
を
、
私
も
か
ろ
う
じ
て
か
す
っ
た
と
と
に
な
る
。
-

と
の
座
談
会
を
読
ん
で
、
「
東
大
」
が
そ
の
と
ろ
の

学
生
や
世
間
に
ど
れ
ほ
ど
戚
圧
的
な
権
威
と
感
じ
ら

れ
て
い
た
か
を
思
い
出
し
た
。

「
社
会
人
一
年
生
」
四
人
は
、
学
生
気
質
が
抜
け
き

ら
ず
、
ど
と
か
生
硬
な
と
ζ

ろ
を
ま
だ
残
し
て
い

る
。
一
人
ひ
と
り
の
発
言
の
内
容
は
と
も
か
く
、
め

い
め
い
が
当
然
と
し
て
い
る
無
意
識
の
前
提
が
、
今

日
か
ら
見
て
む
し
ろ
興
味
ぷ
か
く
思
わ
れ
る
。

編
集
部
は
、
大
学
と
実
社
会
と
の
あ
い
だ
に
大
き

左
落
差
が
あ
る
と
考
え
、
そ
れ
を
検
証
し
よ
う
と
す

る
の
に
対
し
、
四
人
が
そ
れ
を
否
定
す
る
。
喰
い
違

い
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
否
定
の
仕
方
位
、
「
一

-

『

ぉ

E
 

---'r
 

年
目
で
は
ま
だ
わ
か
}
り
な
い
」
「
私
の
職
場
で
は
違

・
0

思
え
ぽ
全
共
闘
は
、
と
の
シ
ス
テ
ム
を
破
壊
し
た

い
が
少
な
い
」
と
い
っ
た
も
の
で
、
編
集
部
の
前
提
、

の
だ
。

一

を
実
は
承
認
し
て
い
る
。

¥

-

情
報
化
が
進
み
、
社
会
主
義
圏
の
実
態
が
明
ら
か

四
人
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
'
出
身
大
学
へ
の
婦
に
在
っ
た
J
.

草
マ
ル
も
中
核
も
、
反
ス
'タ
1
9
ン
主

属
意
識
が
強
烈
な
と
と
。
そ
し
て
、
大
学
で
の
思
考
義
を
掲
げ
た
。
大
学
の
一
思
考
枠
組
み
も
、
そ
の
理
想

枠
組
み
に
忠
実
で
あ
る
と
と
で
あ
る
。
-
彼
ら
は
そ
れ

・主
義
的
悲
権
戚
の
よ
り
ど
と
ろ
を
失
い
、
実
社
会
に

を
「
概
念
的
」
「
抽
象
的
」
と
形
容
す
る
1

・実
社
会
の
・
7
対
じ
て
無
力
志
存
在
で
あ
る
と
と
が
明
ら
か
に
な
っ

現
実
と
噛
み
合
わ
な
い
1

あ
る
い
は
九
実
社
会
の
現
実
-

s

，て
¥い
バつ
先
月
一大
学
教
員
も
た
だ
の
サ
ラ

P
1…マ
ン
で

と
無
関
係
だ
話
、
し
か
し
九人
間
の
考
p

丸
一
方
吟
社
会

p
a--Jあ
沼
恒
誰
池
が
思
い
始
め
一-v
J

大
学
が
実
社
会
の
情
報

あ
り
方
に
つ
い
七
-1

あ
る
い

-e冶
溺
宅
育
法
冶
市
営
設
貯
水
建
府
守
る
ほ
怜
一窓
会
及
。

・

い
う
共
通
の
枠
租
み
を
、
大
学
ぶ
絞
ら
犯
寄
九
三
J

党

Eur.i丸一(守
司市川崎
川市
・ふっ

hk
n
I》
深
川
次
単
均
一卒
業
生

し
て
、
そ
の
枠
組
ヰ
を
一
共
有
す
一
点
℃
一
三
切
ゾ
決
法
JWト
ー
が
思
溜
'尚
司
道
徳
的
優
位
に
・
ょ
っ

τ.実社
会
を
9
1

出
身
者
(
エ

P
1
ト
)
と
し
て
実
社
会
に
参
加
宇
る
・
一
ド
・す
‘る、
，vど
い
う
構
図
は
成
り
立
た
な
く
な
る
。
最

資
格
に
な
っ
て
い

3
、
と
彼
ら
は
認
識
し
て
い
3
R1
・
後
の
歯
止
め
が
は
ず
お
也
、か
た
ち
C
な
り
三
官
庁
の

大
学
で
の
思
考
の
枠
組
み
と
は
守
た
と
丈
ぽ
四
17
・ルJ

司
腐
敗
・
・
汚
職
が
と
め
ど
な
く
進
行
す
る
土
壌
と
な
っ

ク
ス
主
義
だ
っ
た
0
.

一マ
ル
ク
ス
主
義
は
r
-
J
l
ふ
主
川、
た
、の
冶
‘は
な
い
¥か
of
u
f
に'

義
的
で
、
前
衛
、
知
識
人

t
h
・
っ
た
発
想
定
ぬ
ーっ
ゾ
、い
'
f

大
学
が
実
社
会
津
有
効
-t
教
育
を
行
志
乃
之
と
。

↑

卒
業
の
の
ち
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
判
実
壮
抜
け
搭
ち
u

そ
L
て
実
社
会
九
組
識
)
が
ぺ
有
効
に
機
能
す
る
行

て
も
、
前
衛
や
知
識
人
と
い
っ
た
彼
ら
「
の
役
割
規
定

・0
為
規
準
を
生
み
出
す
と
去
。
と
の
課
題
に
、
日
本
社

は
持
続
し
て
い
く
。
大
学
教
宥
は
、
7

一
種
の
イ
折
、オ

ー会
仕
、ま
だ
応
え
で
い
た
い
'の
で
あ
る
。

ロ
ギ
1
教
育
だ
っ
た
の
で
あ
る
そ

‘
J-;¥
斗
日
-
J

e

，
drVIr--
(橋
爪
大
三
郎
，・
東
京
工
業
大
学
教
授
)
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